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水中ポンプ（１台又は２台据付） 

 

 
 
水中ポンプ据付標準機器一覧表 

番号 品    目 規    格 数量 単位 備    考 

 水中ポンプ  1 又は 2 台  

 操 作 盤  1 面  

 可搬式発電機 25kVA（φ100 用） 1 台 
本しおりの８ページに記載している「電

気事業法に関する諸届」を確認下さい。 

 吐出ホース 40ｍ/本 必 要 数 接続金具付 

 ポンプ運搬台車 ２輪車 １ 台 
 

 固定ロープ 排水ホース用 3ｍ ２ 本/台 
 

 電源ケーブル 防水コネクタ付 40ｍ １ 組/台 
 

 接地用電極棒 Ｄ種接地用 １ 本 
 

 フロート(φ100 用) ポンプ吊下用フロート １ 個/台 
 

 係留杭 フロート固定用 １ 本/台 
 

 係留ロープ フロート固定用 20ｍ １ 本/台 
 

 大ハンマー 係留杭用 １ 本/台 
 

 燃料供給ポンプ 発電機用（電動） １ 台 
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災害応急用ポンプ接続図 
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排水ポンプ車 

 

 

排水ポンプ車標準機器一覧表 

番号 品    目 規    格 数量 単位 備    考 

 水中ポンプ φ200 ㎜ 6 台  

 フロート ポンプ吊下用フロート 1 個/台 接続金具含む 

 係留杭等 フロート固定用 1 式  

 操作制御盤  1 面  

 発動発電機 125kVA 1 台  

 接地用電極棒 Ｄ種接地用 １ 本  

 排水ホース φ200 ㎜×20ｍ、耐圧 0.2MPa 6 本  

  φ200 ㎜×10ｍ、耐圧 0.2MPa 3 本  

  φ200 ㎜×20ｍ、耐圧 0.6MPa 6 本  

  φ200 ㎜×10ｍ、耐圧 0.6MPa 3 本  

 照明装置 バルーン投光器 1 台  
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電電電気気気事事事業業業法法法ににに関関関すすするるる諸諸諸届届届   

（（（発発発電電電機機機借借借受受受ののの場場場合合合））） 

 
１ 発電機に関する電気事業法の適用 

水中ポンプを運転するための発電機（電気事業法においては、「移動用電気工

作物」といいます）のうち発電電力が 10kW 以上で 30V 以上のものは電気事

業法上では、自家用電気工作物である「発電所」として扱われるため、設置者は

自主保安体制を整備して保安管理を行う必要があります。 

 

２ 具体的な手続き 

発電機を設置するにあたり必要な手続きと届出先は、次のようになっています。 

項    目 手   続   き 

保安規程の届出 

(電気事業法第 42 条) 

「自家用電気工作物保安規程」の内容を記載して下記

書類を届け出ます。 

・保安規程届出書 

・自家用電気工作物保安規程 

 

主任技術者の選任、届出 

(同法第 43 条) 

「主任技術者選任届出書」の内容を記載して下記書類

を届け出ます。 

・主任技術者選任届出書 

・主任技術者免状の写し 

なお、有資格者がいない場合は、保安業者（保安協会、

電気工事業者等）と委託または契約を行って主任技術者

を選任します。 

主任技術者の資格要件は別表のとおりです。 

 

届出先 経済産業省 原子力安全・保安院 中国四国産業保安

監督部 

電力安全課 

広島市中区上八丁堀６の 30 

広島合同庁舎２号館 

電話：082-224-5742 

 

四国支部電力安全課 

高松市サンポート 3-33 

電話：087-811-8587 
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主任技術者の資格 

 手   続   き 

主任技術者に選任または許可

申請できる資格など 

１ 有資格者（選任、届出） 

  イ 第１種電気主任技術者免状所有者 

  ロ 第２種電気主任技術者免状所有者 

  ハ 第３種電気主任技術者免状所有者 

２ 有資格者以外の者（許可申請が必要） 

  イ 学校教育法による高等学校若しくは旧中等学校

またはこれらと同様以上の教育施設において、

電気工学に関する学科を修めて卒業したもの 

  ロ 第一種電気工事士試験に合格したもの 

  ハ 旧電気工事技術検定規則による高圧電気工事技

術者の検定に合格したもの。 

ニ 公益事業局長または経済産業局長の指定を受け

た高圧試験に合格したもの。 

  ホ イからニまでに掲げる者と同等以上の知識及び

技能を有すると認められるもの 
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災災災害害害応応応急急急用用用ポポポンンンプププ QQQ＆＆＆AAA   

Q１ ポンプの運搬や据付は、誰が行うのですか？ 

災害応急用ポンプについては、ポンプ格納庫まで借受人が自ら運搬車両を手配し、災害

地までの運搬・据付・運転管理・撤去・整備・返却の一切を行う必要があります。ポン

プ格納庫における貸出及び返却の作業は、備え付けの天井クレーンにより農政局職員が

お手伝いします。 

なお、水中ポンプに使用する可搬式発電機については、「移動用電気工作物の取扱いにつ

いて（電気事業法）」の適用を受けますので、中国四国産業保安監督部への届出が必要と

なります。 

排水ポンプ車については、原則として、運搬（往路）及び設置までは農政局職員が行い

ますが、ポンプの運転管理、撤去、運搬（復路）については借受人が行います。 

 

Q２ 短時間で水位が激しく変動する場合、どのようにポンプを設置す
るのでしょうか？ 

水中ポンプにフロートを取付て設置します。 

ただし、現在保有している水中ポンプは吐出量が少ないため、短時間での大容量の排水

に対応するのは困難です。 

陸上ポンプでは、吸込管がフランジ接合となっており、φ150 以上の配管は重いことか

ら、人力での設置は困難となり設置には時間が必要です。また、水中ポンプのように水

位に追随して揚排水ができないため、その都度位置を変更する必要があります。 

従って、都市型災害のような短時間で水位変動が激しく起こる場合には適していません。 

 

Q３ 災害応急用ポンプには、どのような形式、口径があるのですか？ 

中国四国農政局が保有しているポンプは、本しおりの４～７ページに記載しています。 

 

                           陸上ポンプφ100                        水中ポンプ 

 

 

 

 

 

 

 

                   パッケージポンプ 

 

A1 

A2 

A3 
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Q４ ポンプを据付後に運転する場合や運転中に注意することがありま
すか？ 

   ポンプを運転する前、運転中に次のことを注意してください。 

（陸上ポンプ） 

（1）ポンプの管理上、エンジンとポンプをつなぐベルトの適度の張り具合を確認して

ください。 

(調整済みですが、必要に応じてエンジン下のボルトを締めて調整してください。) 

（2）ポンプの軸受部のパッキン押え金具が軽くパッキンを押さえる程度にボルトを締

めてください。（調節してください） 

（3）エンジンの冷却水を抜いておりますので清水または、不凍液を充水してください。 

（4）エンジンを始動する前に呼び水を行ってください。呼び水とは、ポンプおよび吸

込管に水を充填し、運転時に水を吸い込むことができるようにする作業です。 

ポンプ上部のロートから水を注入しますが、急ぐ場合は吐出管側から水道または、

小形ポンプで注入します。 

（5）燃料（軽油）とオイルの量を確認し、不足していたら補充してコックを開いてく

ださい。（小型エンジンポンプの燃料はガソリンとなります。） 

（6）ディーゼルエンジンは、手動式ですから付属のハンドルで起動してください。 

（7）運転中は随時、運転状況（揚水量、運転音、軸受漏水量等）や燃料の量を確認し

てください。 

（水中ポンプ） 

（1）水中ポンプを設置する水位を確認してください。また、完全気中での長時間運転

はしないでください。オートカットが作動した場合は、モータが冷却されるまで

起動しません。なお、オートカット作動中は、ポンプに通電されていますので分

解しないでください。 

（2）試運転を行ってスイッチを１～２度入れたり切ったりして、起動に異常がないこ

とを確認してください。吐出量が少なく、異常音を発生する場合は、逆転の恐れ

がありますので配線を確認してください。 

 

Q５ ポンプ使用後には、どの程度の整備を行って返納すればよいので

すか？ 

   ポンプを返納する場合は、原則として下記の整備を実施してください。 

（1）ポンプやエンジンおよび吸水管等の汚れを落とす。 

（2）ポンプやエンジンに故障がないか確認し、故障していれば修理する。 

（3）錆びているところは、錆を落とし、錆止め塗料を塗布する。 

 

A4 

A5 



 16

 

 

土地改良機械器具無償借受申請書 

 

年  月  日 

 

分任物品管理官 

中国四国農政局土地改良技術事務所長  殿 

 

申請者 住所又は主たる事務所の所在地 

氏名又は名称 

 

 

下記のとおり省令第５条に基づき土地改良機械器具を借受たいので申請します。 

なお、申請に係る土地改良機械器具の貸付を受けたときは、貸付承認書記載の貸付条件を

遵守することを誓約します。 

記 

１．希望機械器具の品名、能力・規格及び数量 

品     名 能 力・規 格 数     量 

  台 

   

２．受希望機械器具の使用目的、使用場所 

３．借受希望機械器具の使用を必要とする理由 

４．借受を希望する期間    年  月  日から 

年  月  日まで 

５．使用場所に至る道路状況並びに機械輸送の方法 

６．借受希望機械器具の使用計画 

別紙「使用計画書」のとおり 

 

注）農林水産省所管に属する物品の無償貸付及び譲与に関する省令第２条第２号に規定す

る者にあっては、記載を要しない。 

 

７．その他参考となる事項 

 

※ 借受希望機械器具の品名、能力・規格について、品名については、陸上ポンプ、水中ポ

ンプ、原動機などを記入し、能力・規格については、ポンプ口径、吐出量、揚程、出力

などを記入。 

なお、借受数が多い場合は、別紙として記載可。 

※ 使用場所については、使用場所住所、○○地区○○ため池どの場所を記入。 
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別紙（借受申請書添付資料） 

 

使 用 計 画 書 

 

 

１．借受希望機械器具の使用計画 

品名 
能力 

規格 
数量 作業内容 使用期間 使用時間 

  台  
 

 
 

 

 
     

 

 

２．使用場所の詳細な状況 

※現地写真等添付にて、記載省略可 

 

 

３．整備施設及び格納庫の設置状況 

※現場写真等添付にて、記載省略可 

 

 

４．そ の 他 

 

 

 



 18

別紙（貸付条件） 

貸 付 条 件 

 

１  貸付機械器具の引取り、使用、保管及び借受人の行う整備並びに引渡し（以下「管理」という。）に要す

る一切の費用を負担すること。 

 

２  土地改良機械器具の引渡しを受けたときは、別記様式第４号による土地改良機械器具借受書を中国

四国農政局土地改良技術事務所長（以下「所長」とする。）に提出すること。 

 

３  貸付機械器具の貸付期間の延長を希望するときは、事前に、別記様式第５号による土地改良機械器

具借受期間延長申請書を所長に提出すること。 

 

４  貸付機械器具について修繕、改造その他機械器具の現状を変更しようとするときは、あらかじめ所長

等の承認を受けること。ただし、軽微な修繕についてはこの限りではない。 

 

５  貸付機械器具に投じた改良費等の有益費を請求することはできない。 

 

６  貸付機械器具は注意をもって善良に管理し、これを効率的に使用すること。 

 

７  貸付機械器具を転貸し、この承認書に記載された使用目的もしくは使用場所以外の目的もしくは場所

で使用し、ないしは担保の目的に供してはならない。これに違反した場合は直ちに所長の指示に従って

返納すること。ただし、転貸又は使用目的もしくは、使用場所の変更について、あらかじめ所長の承認を

受けたときはこの限りではない。 

 

８  貸付機械器具を亡失し、又は損傷した場合は、速やかに別記様式第７号による土地改良機械器具（亡

失・損傷）届出書を所長に提出し、その指示に従うこと。 

 

９  貸付機械器具の貸付期間中の作業日報、整備報告を別記様式第８号の土地改良機械器具月別実績

報告書（別紙添付資料様式）により明確に記載し、土地改良機械器具月別実績報告書を翌月上旬までに、

所長に提出すること。 

 

10  貸付機械器具を返納しようとするときは、事前に別記様式第８号による土地改良機械器具返納届を

所長に提出すること。 

借受人が、貸付機械器具を返納しようとするときは、清掃、点検及び所長が指示する整備を行うこと。

また返納は貸付期間満了日までに、指定の場所において行うこと。 

 

11  貸付機械器具の引渡しを行うときは、所長の指示に従い検査を受けること。 

この検査に合格したときをもって、返納のための引渡しがあったものとする。 

 

12  次の各号の一に該当するときは、所長は貸付を解除することがある。 

(1) 借受人が借受申請書及び附属書類、借受期間延長申請書、借受書、報告書に虚偽の記載があっ

たとき。 

(2) 借受人がこの承認書に記載された条項又は指示に違反があったとき。 

(3) 災害の応急復旧その他これに準ずる緊急の目的のため他に使用し、又は貸し付ける必要が生じ

たとき。 
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別記様式 

 

文 書 番 号 
年  月  日 

 

 

中国四国農政局農村振興部設計課長 殿 

 

 

○○○○県災害対策本部長 

○○ ○○ 

 

 

排水ポンプ車出動要請書 

 

標記について、管内において発生した災害対応のため、下記の通り要請する。 

 

 

記 

 

１．要請理由 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○のため 

 

２．要請場所 

○○県○○市○○町○○（別図参照） 

 

３．引渡希望日時 

○○○○年○○月○○日○○時○○分 

 

４．現場連絡者名等 

（部 署 名） 

（氏  名） 

（電話番号） 

 

５．要請排水ポンプ車の規格及び台数 

規格 台数 備考 

30m3/min級 ○台  

 

６．使用予定期間 

○○○○年○○月○○日 ～ ○○○○年○○月○○日 

 

７．作業要員等の希望 

① 排水ポンプの運転管理         不要 ・ 必要 

② 排水ポンプの撤去作業         不要 ・ 必要 

③ 排水ポンプ車の運搬（復路）作業    不要 ・ 必要 

以上 

 



 20

JR 山陽本線 

JR 山陽新幹線 

災害応急用ポンプ格納庫 

天満屋ハピータウン 

大和町バス停 

災災災害害害応応応急急急用用用ポポポンンンプププ格格格納納納庫庫庫案案案内内内図図図   
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   付近詳細図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


